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├ [言いたい放題！ アッキー28号（17）]「健康オタク」 

├ 子どもの貧困問題って、いったいどんなこと？ 

├ 子ども食堂ネットワーク連絡会第１回開催 

├ 鶴島昭雄さんに聞く 戦争の体験(10) 敵前上陸 

├ 思い出話 浪華から大阪へ（3） 

├ 今月の五行歌 

├ 極少出版 とれぶ出版部の新作紹介(^^♪ 

├ イベント紹介 ├  

※地図作成は、「みん里子ども食堂」 

「子ども食堂」についての関連記事が、３ページにあります。 



（言いたい放題！ アッキー28 号）   ＬＩＰ ２０１６／１２ 

〈２〉 

 
「

も
う

ち
ょ

っ
と

身
を

か
ま

っ
た

ら
？

」
パ

ー

ト
先

の
上

司
か

ら
そ

う
言

わ
れ

て
、

ど
き

り
と

し

た
。

ゆ
る

い
恰

好
で

か
ま

わ
な

い
職

場
だ

け
れ

ど

「
少

し
は

お
し

ゃ
れ

も
し

た
ら

い
い

の
に

」
と

親

切
心

で
言

っ
て

く
れ

た
ら

し
い

。
「

は
、

は
い

～
」
 

 
振

り
返

っ
て

み
る

と
、

確
か

に
そ

う
だ

。
毎

日

私
が

着
て

い
る

の
は

、
黒

や
紺

の
ら

く
ら

く
パ

ン

ツ
に

、
夏

は
Ｔ

シ
ャ

ツ
、

冬
は

ト
レ

ー
ナ

ー
。

肌

が
弱

い
の

で
化

粧
は

し
な

い
。
口

紅
を

さ
す

の
は

、

参
加

し
て

い
る

太
鼓

の
会

の
舞

台
の

時
だ

け
�

�
。

い
や

、
女

捨
て

て
る

つ
も

り
じ

ゃ
な

い
ん

で
す

よ
。

で
も

ね
、

お
し

ゃ
れ

服
の

洗
濯

と
か

、
面

倒
く

さ

い
じ

ゃ
な

い
で

す
か

。
一

つ
か

二
つ

定
番

決
め

て
、

毎
日

制
服

み
た

い
に

着
て

れ
ば

い
い

な
ら

、
箪

笥

の
中

も
す

っ
き

り
し

て
い

い
の

に
な

ぁ
�

�
。

 

 
と

言
い

な
が

ら
、

夏
の

冷
房

対
策

に
は

絹
の

ペ

チ
コ

ー
ト

を
買

っ
た

り
す

る
。

ら
く

ら
く

パ
ン

ツ

の
下

に
絹

の
下

着
。

笑
え

ち
ゃ

う
ミ

ス
マ

ッ
チ

だ

け
れ

ど
、

寒
が

り
で

肌
の

弱
い

私
に

と
っ

て
は

譲

れ
な

い
と

こ
ろ

だ
。

 

 
実

は
、

私
は

健
康

オ
タ

ク
。

化
粧

品
代

は
ゼ

ロ

だ
け

れ
ど

、
健

康
に

関
す

る
こ

と
に

は
か

な
り

の

お
金

を
消

費
し

て
い

る
。

 

 
結

婚
し

て
上

の
子

が
生

ま
れ

る
ま

で
は

、
ア

ロ

エ
の

ジ
ュ

ー
ス

に
は

ま
っ

た
。

週
三

日
パ

ー
ト

で

働
い

て
得

た
お

給
料

か
ら

、
毎

月
三

個
セ

ッ
ト

の

ア
ロ

エ
ジ

ュ
ー

ス
を

購
入

す
る

。
大

き
な

黄
色

い

ボ
ト

ル
の

蓋
を

開
け

る
と

、
冷

蔵
庫

に
入

れ
て

、

少
し

酸
っ

ぱ
い

黄
色

い
ジ

ュ
ー

ス
を

毎
日

大
切

に

飲
ん

だ
。

ヨ
ガ

の
教

室
に

も
通

っ
て

い
た

の
で

、

そ
れ

も
合

わ
せ

る
と

、
自

分
の

収
入

の
半

分
以

上

を
健

康
関

連
に

費
や

し
て

い
た

こ
と

に
な

る
。

出

産
し

た
ら

ア
ロ

エ
ジ

ュ
ー

ス
ど

こ
ろ

で
は

な
く

な

っ
た

け
れ

ど
、

そ
れ

ま
で

た
い

そ
う

お
金

を
使

っ
た

も
の

だ
。

で
も

、
勿

体
な

い
と

は
思

わ
な

い
。

三
十

半
ば

の
結

婚
で

冷
え

症
も

き
つ

か
っ

た
私

な
の

に
、

比
較

的
す

ぐ
子

ど
も

を
授

か
っ

た
の

は
、

ア
ロ

エ
と

ヨ
ガ

の
お

か
げ

で
は

な
い

か
し

ら
。

そ
う

思
え

る
か

ら
だ

。
 

 
ヨ

ガ
は

そ
の

後
も

続
け

て
い

る
が

、
健

康
法

や

グ
ッ

ズ
は

、
そ

の
時

々
で

熱
中

す
る

対
象

が
変

わ

っ
た

。
上

の
子

が
自

閉
症

と
わ

か
っ

た
頃

に
は

、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
活

動
で

知
り

合
っ

た
人

に
教

え

て
も

ら
っ

た
フ

ラ
ワ

ー
レ

メ
デ

ィ
ー

に
夢

中
に

な

っ
た

。
小

さ
な

ボ
ト

ル
に

入
っ

た
花

の
エ

ッ
セ

ン

ス
を

ご
く

少
量

、
水

や
お

茶
等

に
入

れ
て

飲
む

。

い
ろ

ん
な

種
類

が
あ

り
、

ど
れ

が
合

う
の

か
、

紹

介
者

に
聞

き
な

が
ら

揃
え

て
い

っ
た

。
茶

色
い

遮

光
ボ

ト
ル

を
い

く
つ

も
、

冷
蔵

庫
の

卵
入

れ
の

横

の
ト

レ
イ

に
並

べ
て

、
朝
夕

服
用

し
た

。「
心

や
感

情
の
バ

ラ
ン

ス
を
取

り
戻

す
た

め
の

自
然
療

法
」

と
紹

介
さ

れ
る

こ
の

レ
メ

デ
ィ

ー
に

は
、
障
害

を

持
つ

子
の
就
学
前

の
い

ち
ば

ん
し

ん
ど

い
時
期

に

支
え

て
も

ら
っ

た
の

だ
。
思

い
出

せ
ば
懐

か
し

い
。
 

 
他

に
も

い
ろ

い
ろ
器
械

や
器
具

を
買

っ
た

。
ヨ

ガ
の

教
室

で
紹

介
し

て
も

ら
っ

た
箱
型

の
足
湯
器

。

線
の

と
こ

ろ
ま

で
お
湯

を
入

れ
れ

ば
、

い
つ

で
も

足
湯

が
で

き
る

。
パ
ソ

コ
ン

の
下

に
置

い
て

、
キ

ー
ボ

ー
ド

を
打

ち
な

が
ら

時
々
靴

下
を
脱

い
で

、

い
い
湯

だ
な

ぁ
～

�
 
肩

こ
り

が
解

消
さ

れ
、
ほ

か
ほ

か
全

身
い

い
気

分
。
数
年
愛
用

し
た

が
、

そ

の
後

使
わ

な
く

な
り

、
夫

に
言

わ
れ

て
処

分
し

た
。

薬
効
成

分
の

あ
る
線
香

を
使

う
温
灸

セ
ッ

ト
は

、
母

か
ら

譲
り
受

け
て

、
今

も
た

ま
に

使
っ

て
い

る
。
眼

精
疲
労

や
肩

こ
り

が
た

ま
ら

な
い

時
に

、「
助

け
て
！

」

と
ば

か
り

に
そ

れ
を

使
う

。
他

に
も

、
青
竹
踏

み
、

足
の

ツ
ボ

を
押

す
の

に
使

う
天
然
木

の
「

ぐ
り
押

し

棒
」
、
鼻
腔
内

洗
浄

を
行

う
「
ネ

テ
ィ
ポ

ッ
ト

」
�

�
。

探
せ

ば
部
屋

の
隅

か
ら

ま
だ

い
ろ

ん
な

も
の

が
出

て

き
そ

う
だ

。
 

 
口

か
ら
取

り
入

れ
る

も
の

や
身

体
に
触

れ
て

使
う

も
の

の
他

に
、
療

法
や

レ
ッ

ス
ン

も
い

く
つ

か
学

ん

だ
。
今

私
が

心
酔

し
て

い
る

の
は

、
フ
ェ

ル
デ

ン
ク

ラ
イ

ス
・
メ
ソ

ッ
ド

だ
。
ゆ

っ
く

り
し

た
動

き
で
「

大

脳
を

中
心

と
し

た
、
神
経
・
筋
協

働
シ

ス
テ
ム

に
働

き
か

け
、
気
づ

き
を
高

め
、

人
間

の
持

つ
潜
在
能
力

を
目
覚

め
さ

せ
る

こ
と

を
可
能

に
す

る
」

と
説
明

さ

れ
る

、
こ

の
レ

ッ
ス

ン
を

、
週

一
度

教
室

に
通

っ
て

受
け

て
い

る
う

ち
に

、
背
骨

や
、

そ
れ

に
つ

い
て

い

る
筋
肉

の
動

き
を

、
自

分
で

だ
い
ぶ
感

じ
ら

れ
る

よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

 

 
健

康
オ

タ
ク

の
究
極

は
、
も

し
か

し
た

ら
「
呼
吸

」

か
も

し
れ

な
い

。
深

い
呼
吸

で
自
律
神
経

を
お

さ
め

、

あ
た

た
か

な
血

が
身

体
を
駆

け
巡

る
よ

う
に

。「
あ

り

が
と

う
」

と
、

自
分

の
身

体
を

大
切

に
労

わ
り

使
う

こ
と

。
あ

た
り
前

の
命

の
営

み
を

、
体

得
す

る
た

め

お
金

と
時
間

を
使

う
な

ら
、

健
康

オ
タ

ク
も

捨
て

た

も
ん

じ
ゃ

な
い

と
思

う
。

 

（
著

者
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
）

 
自

称
「

ア
ラ

カ
ン

兼
業

主
婦

」
。

上
の

子
が

自
閉

症
で

、
パ

ー
ト

の

仕
事

と
並

行
し

て
、

親
の

会
的

な
活

動
や

市
民

活
動

等
に

励
ん

で
い

ま
す

。
 

 
＊

ア
ラ

カ
ン

＝
六

十
歳

前
後

。
 

言いたい放題！ アッキー28 号（17）       健康オタク 



（子どもの貧困問題って）       ＬＩＰ ２０１６／１２ 

〈３〉 

 １１月５日（土）枚方市サンプラザ生涯学習市民

センターで、枚方市社会教育人権啓発事業「子ども

食堂・夜の居場所づくり～地域でつながる、子ども

の生活支援の現場から～」講演会が開かれました。 

ひっそりと進行する「子どもの貧困」 

 講師は、幸重忠孝（ゆきしげ・ただたか）さん。

児童養護施設職員として、スクールソーシャルワー

カーとして、出会った、子どもたちの「リアル」を

語ってくれました。 

 たとえば、ひとり親家庭で生活費を稼ぐために、

お母さんが２つ３つと仕事をかけもちしている場合。

親が夜も外で働かないといけないので、小学生や中

学生の子が弟や妹の世話をしなければなりません。

保育所から戻った弟や妹にご飯を食べさせ風呂に入

れ、オムツを替えて寝かせます。弟妹が眠ると、も

うくたくた。宿題もできず提出物も持たず学校に行

くと、「なぜ宿題をやってこないの？」でも絶対に周

囲に事情は話せません。「明日は必ずやってきます」

と言わされるけれど、翌日も同じこと。「うそつき」

「やる気がない」と思われ、学校に行きづらい。料

金が払えず、電気、ガスを止められている家庭もあ

ります。水道は出るけれど、特に冬場はお湯が出な

いとお風呂に入れない。「くさい」と言われ、いじめ

られる。親が病気や障害を持っている場合、当事者

である親は福祉のサービスを受けられますが、子ど

もにはサービスが受けられません。この時代この国

にふさわしい「最低限の文化的生活」を保障されて

いない子どもたちが、気づかれずひっそりクラスの

中にいるのです。 

 今日本で「相対的貧困」状態にある子どもたちは

16.3％、６人に１人と言われている、その中身はこ

ういうことなのだと語る、講師の話を、息をのんで

聞きました。 

「夜の時間」と「休みの日」をどう乗り切れるか？ 

 そのような状況を何とかしたいと学校の先生もが

んばっているけれど、夜の時間と休みの日、特に長

期休暇中は、かかわろうとしても学校では手が届き

ません。 

 では、何ができるのか？ 考えた結果、幸重さん

たちが立ち上げたのは、商店街の空き店舗を使って

の「居場所作り」。食事は商店街のお店の料理を使い、

週１度子ども１～２人におとなスタッフがゆったり

かかわる事業を始めました。京都・山科醍醐で始ま

った「居場所作り」が滋賀県にも広がり、地域を巻

き込んで、どんどん活性化していく……。今度はわ

くわくしながら、そんな話を聞きました。 

「おうちがこんなで、困っている」と、子どもたち

は絶対自分の口からは言いません。困難の中で生き

ている、そんな子どもたちと、どうやって出会いつ

ながっていくのか。そんなこともまた考えさせられ

ました。      （ＬＩＰ編集局 豊髙明枝） 

子どもの貧困問題って、いったいどんなこと？ 

サンプラザ⽣涯学習市⺠センターで、講演会開催 

 

 

 １１月８日（火）夜、ラポールひらかたの一室で、枚方の子ども食堂ネットワーク連絡会第

１回が開催されました。枚方市では 10 月から市の事業化がスタート、11 団体が市の支援を受

けて「子ども食堂」を開設しています。「はじめまして」のこの日は、７団体と子ども食堂に興

味を抱く人たちが集って、和気あいあいとした雰囲気の中、様々な角度から意見が交わされま

した。「仲間がつながれば、子ども達との出会いも広がります。多くのおとな達の目が子どもの

育ちに注がれるよう、共に学び合えるつながりを大切にしていきたい」と同連絡会メンバーの

梅原知子さん。次回は、１月開催予定です。         （ＬＩＰ編集局 豊髙明枝） 



（鶴島昭雄さんに聞く「戦争の体験」）  ＬＩＰ ２０１６／１２ 

〈４〉 

 私が旧制中学に入学した頃は、「お国の為、天皇

陛下のため命を捧げる強い兵隊になれ」という命令

の軍事教練が殆ど毎日行われて、次第に洗脳が進

み、１年生の中頃には完全な軍国少年に仕立て上げ

られていた。その教練の中に「敵前上陸」の為の水

練があり、中学には当時珍しく50メータープール

があって、その半分は深さ４メーターで、１メータ

ー、３メーター、５メーターの３段階飛び込み台が

設けられていた。泳げない生徒は１メーター深度の

水域で泳ぐ特訓をさせられ、泳げる者は４メーター

深度の所を30分間回遊させられた。プールの周囲

を配属将校（陸軍中尉）２名と体育の教師２名が剣

道の竹刀を手にして歩き

回りながら監視し、苦し

くなってプールの縁に手

をかけた生徒を容赦なく

ひっ叩いた。 

 この教練の目的は、断

崖に面した海岸から上陸

するための訓練であっ

た。普通、敵前上陸は平

坦な砂浜から上陸用舟艇

で行われるが、奇襲作戦

では舟艇は使用出来ない

ので、泳いで忍び寄る作

戦になる。日本の上陸用

舟艇の大半は大阪発動機

（現在のダイハツ工業）

で製造され、上陸用舟艇

を「ダイハツ」と呼んでいた。 

 水泳は速さを競う練習ではなく、どれほど高い所

から飛び込み、どれほど遠距離を泳げるかという馬

鹿馬鹿しい目的であったが、私たちは必死で泳ぎ、

飛び込んだ。クラス50名中、５メーターから飛び

込める者は数名に過ぎなかったが、１年の夏の終わ

り頃になると約30％の生徒が飛び込めるようにな

った。この教練の最終目的は軍服を着用し、歩兵銃

を持ち、３キログラムの砂を背嚢に入れて船から飛

び込み、海岸に向かって泳げるというとんでもない

ものだったが、流石に中学１、２年生ではそこまで

は教練されなかった。私は、自分が戦場に行った

時、そんな事が出来るだろうかといささか心配した

ものである。ところが、この敵前上陸の模範を見せ

てもらう事になった。 

 私たちの中学の近く（河内長野）に大阪陸軍幼年

学校があり、私はそこに入学する事を夢見ていた。

時々幼年学校の水泳訓練がこのプールで実施されて

いた。その日、大半の中学生は動員で留守になって

いたので、在校のスケジュールになっていた私たち

が幼年学校教官の模範水泳を見学する事になった。

完全軍装に身を固め、３キログラムの砂が入った背

嚢を背負い、３８式歩兵銃を両手に捧げて５メータ

ーの飛び込み台から教官は水音高く直立飛び込みを

敢行した。巧みに両足を開いて飛び込みの衝撃を弱

めた見事な飛び込みだった。銃は天皇陛下からお借

りしていると決められていたので、水に濡らすこと

は厳に禁止されていた。固唾を呑んで見守る中、銃

を捧げながら見事な立ち泳ぎで前進を始めた教官

が、５メーターほど進んだ所で、突然水没して姿が

見えなくなった。私たち

は、これも模範訓練の一

部かと信じて見守ってい

たが、３分以上経った

時、幼年学校の生徒が数

名慌てた様子でプールに

飛び込んだ。教官はどう

なったのか私たちは理解

出来ないまま急遽教室に

戻るよう命令された。 

 後で聞いた事だが、教

官は心臓麻痺で死亡した

とのことだった。勿論、

厳重な緘口令が敷かれた

のは言うまでも無かっ

た。授業２、動員５、軍

事教練３の軍国教育の一

齣であったが、今にして思えば私たちは学生ではな

く、兵士の卵として洗脳されていたわけである。こ

の時代、軍人は祖国を護る英雄とされ、誰よりも尊

敬されるよう仕向けられていた。つまり、戦う道具

として大切にされたのである。この事故については

一切報道されなかったし、教官の死は完全に闇に葬

られた。事故を目撃した生徒たちにとっては言い知

れない大きな衝撃だった。恐らく、この教官は祖国

の為の病死として称えられたに違いない。しかし、

一つの命が軍事訓練のために消えても、当然のよう

に簡単に、秘密裏に処理されたことは容易に推定さ

れる。私たちの水練は、何事も無かったように続け

られたのである。先日、安倍首相が自衛隊員を賞賛

し、自民党議員と共に感謝の拍手を送る寸劇を画策

したのは、恐るべき暴挙であると私は考える。海外

の戦場に派遣されれば、自衛隊員の命は一切保証さ

れないだろう。命を落として賞賛されてもこれ以上

の不幸は無く、報われない。  文／画 鶴島昭雄 

鶴島昭雄さん（枚方在住）に聞く 

「戦争の体験」(10) 

敵前上陸 



（思い出話……浪華から大阪へ）    ＬＩＰ ２０１６／１２ 

〈５〉 

 前回は大阪駅とその周辺を書きましたが、今回からは
誰でもご存じの大阪を代表する交通機関「環状線」の歴
史を書いて見たいと思います。 
 大阪駅の周辺は変遷が激しく、戦争を境として様変わ
りしました。 
 昭和１５年に一応の完成を見ました大阪駅は戦後駅ビ
ルが出来、駅の南側には丸ビル、ヒルトンホテル、大阪
駅前第１ビル、第２ビル、第３ビル、第４ビル、等ビル
が乱立し、大阪駅の南側の開発は一段落を見ました。大
阪駅を中心とした開発は今でも続き、その変化は駅の北
側に移り、日に日にその姿は変わっておりその変わり様
は目まぐるしく、暫く行かないと迷ってしまう様な状態
です。 
 
 その大阪市の中心部を巡るＪＲと言えば東京の山手線
と同じような「環状線」だけです。環状線は初めから大
阪の周辺をぐるっと取り巻いて走っていたと思われてい
る方も多いと思いますが、
昭和の３０年代までは「環
状線」ではありませんでし
た。その歴史をこれから順
を押して陳べていきたい
と思います。 
 
 今のＪＲで大阪環状線
の様に都市の中をループ状に走って「環状線」と言われ
るのは全国で大阪の「環状線」だけだそうです。東京の
ＪＲもループ状に走っていますがこれは「山手線」で環
状線とは言いません。道路の名称では都市部をぐるっと
回っている道路は東西とも「環状線」と言われています。
例えばオーストリアの古都ウイーンの都心を巡る環状大
路を初め、大阪でも外環状線、中環状線、内環状線と言
われる様に大きく都市を巡る道路は環状線と言われます
が、前にも書きました様に鉄道ではぐるっと回っても「環
状線」とは言われません。そこに大阪らしい直截的・即
物的な呼び方が有ると思われます。 
 大阪環状線が全線環状状態で全通したのは昭和３６年
（１９６１）４月２５日の事です。それ迄は大阪駅を出
発点として大阪城の東側の商業地帯を天王寺まで走って
いるのが「城東線」であり、私鉄西成鉄道を前身として、
西九条、大正など大阪の西側の工業地帯を大阪駅から天
王寺まで走っているのが「西成線」でした。今後は判り
やすくする為に「城東線」と「西成線」に分けてお話を
進めていきたいと思います。 
 
「城東線」 
 今でも昭和の初めに生まれた方にとってはＪＲでは無
く「省線」又は「国鉄」であり､「環状線」では無く「城
東線」と言う方が何となくしっくり来るのでは無いでし
ょうか、又お年寄りの中には未だにそう言われる方も有
るのでは無いかと思われます。 
 「城東線」の前身は私設大阪鉄道が明治２８年（１８
９５）に天王寺・玉造間の営業運転を開始したのが始ま
りで、明治３３年（１９００）に関西鉄道が大阪鉄道か
ら事業譲渡を受け、天王寺～大阪間の鉄道路線を重点化
することになりました。それが後の国鉄城東線の前身で
す。当時は天王寺～大阪駅間に「桃山」（現・桃谷）、玉
造、京橋、桜宮、天満の各停車場が有りました。当時の
この辺りは大阪の近郊農村部で､その姿は加藤一雄著『蘆
刈』に書かれている、「行けども行けども畦道や小溝は蜘
蛛手に入り込み……野面（のもせ）の景色は暮靄蒼然と
して……芝居でいえば入相の鐘がなって、遠く迷子の子
を捜す声が聞こえるというところ」の文章によく現れて

いるそうです。 
 当時は上記の各駅の中で最も乗降客の多い「天満」で
も年間３３万５千人という実情でした。 
 
 その後関西鉄道が国有化され、大正３年（１９１４）
に天満～玉造間が複線化を完了し、大阪～天王寺間の高
架が昭和８年（１９３３）に完成した事で城東線がほぼ
今の姿になりました。 
 「城東線」の完成で大阪東部の旅客運送は出来ました
が、大阪東部の貨物輸送は別に専用路線として「城東貨
物線」が片町線の一部として建設され、竜華操作場、淀
川貨物駅が作られました。 
 
 上記の様に城東線が全線高架になったのは昭和８年と
言われていますから、そんなに昔の話ではありません。
私は城東線の北側道本町で生まれましたが、物心ついた
時は既に城東線は高架を走っていましたがその横の古い

線路の空き地には外された
鉄の線路が積み上げて有り
ました。その空き地が公園と
称され私達近所の子供たち
の遊び場でした、入り口には
２、３本の低い杭が打ってあ
り車が入らないので非常に
安全な遊び場でした。そのセ

メンも新しい高架の下には家の無い人達が占拠していま
したのを記憶しております。その辺りが城東線の最後に
高架になった所だと思います。昭和８年の高架になった
所は大阪駅から本庄の辺り（市電天六線の辺り）迄でそ
れより先はすでに高架になっていましたと姉から聞いて
おりました。 
 昭和の終わり頃までは此の古い城東線の名残が随所に
見られました。 
 私達でも見る事が出来たのは桜ノ宮駅の周辺で、桜ノ
宮駅の大阪寄りの淀川鉄橋の古い橋桁などは昭和４７年
頃まで残っていたと言われています。今では京橋～桜宮
間の盛り土の高架路線が明治開通当時の面影を僅かにと
どめております。最近「寺田町」駅の改修工事中に建設
当時の駅名の看板が壁の中から発見されたと新聞に出て
いました。「寺田町」駅には今もその古びた看板が外回り
側の駅の後ろの方に透明板を張って保存されています。 
 城東線が大阪駅の近くは下を走っていた時分の話です
が､当時線路を横断して学校に通っていた私の姉は毎日
予定の時間より早く家を出なければなりませんでした。
それは貨物駅の無かった大阪駅は毎朝貨車の蹴り込みを
城東線の一部を使って行っていました為で､蹴り込みが
始まりますとしばらく踏切の遮断機が上がりませんので
大きく本庄の方に迂回する事になります。結果学校に遅
刻する事になりますので毎朝貨車の蹴り込みが始まるよ
り早く家を出ていたそうです。城東線が高架になってそ
れが無くなり随分助かったとよく話していました。私の
時代には既に高架になっており、その様な貨車の蹴り込
みは見た事はありませんでした。此の高架が出来た事に
より、綱敷天神社から同神社の御旅に抜ける旧池田街道
を初めとして城東線の北側と南側を繋ぐ道路が便利にな
りました。 
 
 今回の城東線の話は「大阪春秋」の第９２号のお世話
になりました。今回は城東線のお話で終わってしまいま
したが次回は「西成線」のお話をし、その結果昭和３６
年に「大阪環状線」になったお話に続けたいと思ってお
ります。 

├ 小田川徳男  



（五行歌・とれぶ出版部）        ＬＩＰ ２０１６／１２ 

〈６〉 

 

とれぶ出版部の新作完成(^^♪ ぜひ読んでほしいです。 
『言いたい放題！ アッキー28 号 機械の友だち』 

 極少出版を実践しているとれぶ出版部の新作が完成しました。 

 ＬＩＰ連載の「言いたい放題！ アッキー28号」16篇始め、未発表１篇含む、33篇の文章がおさめられ

ています。 

 内容は、実弟の引きこもり、家庭内暴力をめぐる葛藤、結婚して授かった 

障害を持つ子の子育て、それらを今振り返る、著者自身の気づきと成長が 

ユーモアにくるんで浮き彫りになった、珠玉の文章です。ぜひ手に取って 

読んでほしい。自信を持ってお勧めする一冊です。 

 極少出版なので、限定二百部の発行。追って電子書籍化し、アマゾンで 

も発売する予定です。 

 皆さんも、自分の本をつくってみませんか～♪ 

                     （とれぶ出版部 わたなべ） 

    とれぶ出版部問合せ先：books＠love-dugong.net 

「言いたい放題！ アッキー28号 機械の友だち」 豊髙明枝著 

２０１６年１１月２０日発刊 

とれぶ出版部発行 Ａ５判１２８ページ   頒価５００円 
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（イベント情報）           ＬＩＰ ２０１６／１２ 

［イベント情報・ボランティア情報など募集しています。編集局までメールなどで連絡願います］ 

 

 

子どもの権利条約フォーラムin関西2016 
日 時：12月10日(土)13:00～16:30（受付12:30～） 
      11日(日) 9:45～16:00（受付9:15～） 
場 所：千里金蘭大学（吹田市藤白台５丁目25-１） 
         阪急電車・北千里駅下車歩約11分 
参加費：子ども（～18歳）ユース（19～25歳）無料 
      おとな2,000円（2日間通し） 
主 催：子どもの権利条約 関西ネットワーク 
詳しくは、ホームページをご覧ください。 
http://kodomonokenrikansai.wixsite.com/netwo
rk 

ユーカリフェスタ企画 
■12月3日（土）～４日（日） 両日９時半～１６時 
■南部生涯学習市民センター（京阪バス『桑が谷』下車すぐ） 
■無料 
 ロビー 
 ＊「本当のフクシマ・オキナワ」写真展 
 講義室 
 ＊上映会「高江―森が泣いている」 
     ３日（土）・・１４時～１５時半 
     ４日（日）・・１０時半～１２時 
 ＊「命と平和を考える」交流会 
     ４日（日）・・１３時～１５時 
イラク平和テレビ局ｉｎＪａｐａｎひらかた 
    手塚（０９０－４５６４－２１８３） 

第１２回 朗読劇団 「言葉座」公演 
  ＊枚方ゆかりの作家たち＊ 
日時 １２月１０日（土）１１時・１５時 
   １２月１１日（日）１３時半 
    開場はいずれも３０分前 
場所 南部生涯学習市民センター 
   前売り券 １０００円 当日 １２００円 
   連絡は鶴島まで（０７２－８５８－１５６６） 

＊＊＊無添加石けん商品・手作り作品販売のお知らせ＊＊＊ 
・バザー 12/6(火)・1/5(木)・1/10(火)・1/24(火)・ 
1/31(火)：市役所前の岡東町公園にて   10:30～ 

・廃油回収 12/20(火)：枚方市役所前にて  10:30～ 
                1/17(火)：枚方市役所前にて  10:30～ 
・みなよし販売 11/27(日) 
・関西電力バザー 12/10（土）・11(日)：守口京阪百貨店 
 
お近くにお越しの際にはぜひいらしてください。皆でお待ちし
ております＾  ^
また現在、2017年オリジナルカレンダー「やさしいちきゅう
ものがたり」1本 1,000円（送料無料）で販売中です。ご注
文は当作業所まで！！ 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

障害者労働センター   枚方市中宮山戸町10-12-101 
TEL 072-848-0508 
ネットショップ URL:http//paso0508.cart.fc2.com 

枚方「自閉症児（者）」親の会 例会 
日時 １２月１６日（金）午前１０時～１２時 
場所 ラポール４階・共用ルーム 
費用 無料 
今年は親の会５０周年の記念の年です。その記念の会を１１月
２３日(水・祝)ラポール４階大ホールで開催しました。そん
なこんなを、気楽に何でも話しましょう。 
      連絡先 三浪 ０７２－８６８－９９２９ 

御殿山キラ星ハンドベルクワイア 
ハンドベルクリスマスコンサート 

■日時 １２月１７日（土） １３時３０分開場 １４時開演 
■場所 メセナひらかた 
■入場無料 
■連絡先 松本０７２（８５４）５１０３ 

【参加者募集】 学習会「これからの若者は 
自分の生活をどう組み立てるのか？ PART2」 

高卒後の進路、就労、暮らしについて。自立の姿は、それぞれ
の人にそれぞれの形があるはずです。 
でも、本当にうまくいくの？ もしもつまずいた時には？ 
わが子の未来をどう組み立てていけばいいのか、地域生活支援
センターの職員さんにお話を聞いて、一緒に考えてみましょ
う。昨年度好評だったお話の第２弾です。 
 
日 時： 12月14日（水） 10時30分～12時 
場 所： ラポールひらかた4階 研修室３ 
講 師： 地域生活支援センター にじ 
      相談支援専門員  森田 茜 さん 
定 員： 20人 
参加費： 無料 
申込み・問合せ：c-k＠love-dugong.net 
      または、090-5893-5635（豊高） 
主 催：放課後クラブ「チャレンジ・キッズ」 

人形劇「おおきにな！」 
枚方の民話 鈴見の松より 

枚方の民話「鈴見の松」のお話を知っていますか？ 枚方には
たくさんの民話があり、その中の一つです。家族のこと、命の
大切さなどをテーマに「夕づるの会」が人形劇にしました。昔々
のお話ですが、観た人の心にひびくお話だと思います。是非観
に来てください！ 
■日時 12月23日（祝） 開演14時（開場13時45分） 
■会場 菅原生涯学習市民センター ２階ホール 
■参加費 無料 定員100名 
※問合せ・申し込み 木谷072-855-9449 
 森072-847-0797 横井072-850-8116 
■主催 夕づるの会 

枚方市 こころの電話相談 
電話相談ボランティア養成講座  

募集期間：2016年12月1日～2017年3月20日 
養成期間：2017年4月15日(土)～2017年12月9日(土) 
内容：原則週1回の講義やケース研究(13時30分～15時30分)
や実習があります。 
 但し１回目・17回目は(13時30分～16時00分) 
受講料：13,000円(資料・テキスト代 等) 
定 員：30名 最少催行 15名 
受講資格：①2017年3月31日時点で23歳以上69歳程度の健康
な方②｢こころの電話相談室｣の趣旨に賛同し、月2回以上の電
話相談と毎月の研修等に参加の出来る方③開講前の面接に来
所出来る方 
面接日：3月22日(水)14時～16時、18時～20時(内1時間) 
    3月25日(土)14時～16時(内1時間) 
    3月26日(日)10時～12時(内1時間) 
※受講資格等の確認のため、開講前に実施 
※面接の結果、受講をお断りする場合も 
お申込み先：〒573-1191 枚方市新町2-1-35 枚方市社会
福祉協議会 地域福祉課 電話相談ボランティア養成講座係 
     072-807-3017 
申込方法等詳細は、 
http://soudanshitsu.wixsite.com/hirakatakoko
ro 



［2005 年 8 月創刊 通巻第 137 号 今号の発行部数 1250 部］ 

次号（新年１月号）は、１２月２５日（日）に発行予定です♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イラスト 表紙：平井由恵、Ｐ２：よし美 

ＬＩＰは、次の場所に置かせていただいてます。 
☆ 各生涯学習市民センター・図書館・メセナひらかた3Fウィル・ひらかたＮＰＯセンター 
☆ 枚方市ボランティアセンター  [ラポールひらかた内  072-841-0181] 

☆ 北河内ボランティアセンター  [枚方市磯島茶屋町20-1-101  072-848-4166] 
☆ 子ども家庭支援センター ファミリーポートひらかた  [枚方市招提南町2-50-1  072-850-4400] 
☆ コミュニティーカフェ ラ テール  [枚方市西禁野1-3-27 禁野口バス停前  072-848-0418] 
☆ ＮＰＯ法人 りりあん  ［枚方市長尾元町6-39-15  lilian＠kcat.zaq.ne.jp］ 
☆ 婦人洋品店 シャルム  ［枚方市南楠葉1丁目2-16 くずは公民館向かい  072-850-1362］ 
☆ 喫茶 Ｄｉｋ Ｄｉｋ  ［枚方市岡本町8-17  072-846-5377］ 
☆ 街かどデイハウス 藤阪愛逢  [枚方市藤阪元町2-27-1  072-855-6978] 
☆ 泉屋 楠葉店  [枚方市楠葉並木2-2-2  072-868-3060] 
☆ 枚方市地域包括支援センター社協こもれび  [枚方市南楠葉1-30-1エクセレント辻ビル203号室  072-856-9177] 
☆ 身体障害者共同作業所 キッズ枚方コミュニケーションズ  [枚方市堤町2-1-103  072-861-6360] 
☆ 京阪総合会計事務所  [枚方市西禁野2-4-17第５松葉ビル301  072-805-5252］ 
☆ ソーイングの店 みなよし  [枚方市香里ヶ丘3-11-3-4  072-854-0756] 
☆ ＷＡＶＥ３４（ボウリング場）  [枚方市田口4-11-8  072-848-0450] 
☆ ヘアースタジオぱぺぽ  [枚方市南楠葉２丁目4-3  072-850-9070] 
☆ 枚方市役所（市民活動課・環境総務課・人権政策室） [枚方市大垣内町２丁目1-20  072-841-1221] 
☆ 枚方市役所 津田支所  [枚方市津田北町2-25-1  072-858-1502] 
☆ (財)枚方市文化国際財団 [枚方市岡東町8-33市民会館内  072-843-1122] 
☆ 枚方市総合福祉センター  [枚方市津田東町2-26-1  072-858-5835] 
☆ (社福)やなぎの里 精神障害者通所授産施設 ぱぴるす [枚方市大字尊延寺2200  072-859-0245] 
☆ ＮＰＯ法人パーソナルサポートひらかた [枚方市中宮山戸町10-12-105  072-848-8825] 
☆ 自閉症療育センター Link  [枚方市岡東町24-10 アイエス枚方ビル３階  072-841-2411] 
☆ 紅茶専門店ＶＩＥ [枚方市南楠葉1-1-34  072-856-2355] 
☆ shot bar カボチャソース [枚方市牧野下島町14-22  072-809-7676] 
☆ ポパイ商店 [枚方市山之上２丁目16-9  072-846-7232] 
☆ ＮＰＯ法人ハートネット [枚方市村野西町１-２７  072-805-4373] 
☆ クッキー工房おれんじはうす [枚方市交北３丁目3-10  072-856-8378] 
☆ 陶器食器のお店 a new sprout [枚方市堤町2-14  072-846-9550] 
☆ 雑貨／カフェ ルポ・デ・ミディ [枚方市堤町10-12  072-843-1525] 
☆ 渦潮ベーカリー楠葉店 [枚方市町楠葉1-30-6  072-856-5420] 
☆ 輝きプラザ「きらら」 [枚方市車塚1-1-1] 
☆ 教育文化センター [枚方市磯島北町37-1 050-7102-3150] 
☆ 三代目たくちゃん ピーコ  [枚方市牧野阪２丁目7-30  080-3785-1728] 
☆ ＭＩＫＩＨＯＵＳＥ キャラメル [枚方市牧野阪2-9-15-105  072-857-6626] 
☆ 株式会社 丸天酒店 [枚方市牧野阪2-5-23  0120-39-7003] 
☆ MogaJogaDining枚方宿 [枚方市堤町2-15 072-846-3535] 
☆ bar moonshine [枚方市宇山町４－８  072-866-5667] 
☆ カフェレストラン風鈴火山 [枚方市牧野阪2-5-19  072-856-3799] 
☆ とくふうホーム [枚方市大字尊延寺４５９２－２４  072-858-4058] 
☆ 音楽療法スペース  ウッドヴィレッジ [枚方市牧野下島町9-12  070-857-3540] 
☆ みんなでつくる広場 「ちょこっと」 [枚方市楠葉野田2-30-8  072-856-9439] 
☆ スパバレイ枚方南  [枚方市津田山手1丁目24-1  072-808-4126] 
☆ やすらぎの丘霊苑  [枚方市大字尊延寺4588番4  072-896-1212] 
☆ 苺のいえ  [枚方市甲斐田町５番２５号ウエストヒルズ１０２号 072-805-2660] 
☆ ちいさいほいくえん みんなの里  [枚方市楠葉並木2-28-4  072-845-6814] 
☆ 韓国茶が楽しめるカフェ 「Cafe Cajjo」  [西禁野2-8-3  072-848-8481] 
☆ くずはアートギャラリー [枚方市楠葉花園町15-1-Z302 本館ハナノモール 3階] 
☆ カフェ ル ポン [枚方市高田２丁目20-17  072-396-8785] 
☆ 「市民の広場」ひこばえ [枚方市大垣内町2-8-27 シンエービル別館A室  072-846-8780] 
☆ 街かどデイハウス秋桜 [枚方市宗谷1-1-1  072-859-3991] 
☆ 明日花障害者作業所  [枚方市西禁野１丁目3-18  072-848-2324] 

◇   ◇   ◇   ◇   ◇ 

☆ フレッシュベーカリー ラッキー [寝屋川市早子町18-1  072-821-0413] 
☆ ヘアーサロンおおまち [交野市私部3-17-2 072-891-5024（予約優先）] 
☆ えんでら村作業所 [交野市天野が原町２丁目14-20 072-893-4890] 
☆ 小規模通所授産所施設 ミルキーウェイ [交野市天野ヶ原町２丁目14-20] 
☆ 交野市役所内わいわいネット [交野市私部1丁目1-1] 
☆ ギャラリー天野が原 [交野市天野が原町５丁目20-5] 
☆ カフェチアーズ 交野市私部２丁目1-20中西ビル１階 072-893-8933 
☆ Cut wa Coconi  [交野市梅が枝55-13 072-893-0020] 
☆ むく福祉会 ワークホーム れっつ [綴喜郡宇治田原町贄田船戸38-1  0774-88-5846] 
☆ ベビーフェイスプラネッツ松井山手  [八幡市欽明台北１ ソフィアモール内  075-982-3271] 
☆ 「月桃の花」歌舞団 十三スタジオ  [大阪市淀川区木川西3-4-20 2F  06-6885-8475] 
☆ ふらっとねやがわ  [寝屋川市東大利町2-14（市立産業振興センター5階）  072-800-5789] 
☆ ふれあいプラザ香里  [寝屋川市香里南之町19-17 フレスト香里園店１階 072-835-3335] 
☆ 大衆酒場 金八っつぁん 交野店 交野市私部３丁目18-1  072-894-2277 
☆ 大阪府衛生会附属診療所 [高槻市奈佐原955  072-696-3351] 
☆ 宇治田原社会福祉事務所 [綴喜郡宇治田原町荒木天皇2  0774-88-2394] 
☆ 西宮男女共同参画センター ウェーブ  [西宮市高松町4-8  0798-64-9495] 
☆ 大東市立生涯学習センター アクロス  [大東市末広町1-301  072-869-6505] 
☆ フェルデンハウス北斗星  [寝屋川市田井町5-26  070-5435-1965] 
☆ 青年の家 [交野市私部２丁目29--１  072-892-7721] 
☆ 大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター） 

[大阪市中央区大手前1丁目3-49 0６-6910-8500] 

ＬＩＰ会計報告（前号以降） 

金額(円) 内容 

43,416 前号から繰り越し 

2,000 応援団寄付 

2,000 広告代 

▼500 １１月ロッカー代 

▼4,170 １１月号印刷代 

▼560 郵送代 

42,186 計（次号へ繰り越し） 

応援ありがとうございます！ 

渡辺洋一郎さん 

■先日、ニュースをチェックしていて、けっこう

驚いた記事があった。「日本は福島原発事故以

後、２年近くにわたってすべての原発を稼働停

止させたが、節電などの効果により炭素排出量

は増加しなかった、という調査結果を米国エネ

ルギー省が発表した」（2016.09.14 WIRED）とい

うもの。 

 記事ではさらにこう続く。「日本が事故前まで

その電気の４分の１以上を原子力に依存してき

たことを考えれば、原発をすべて停止したこと

で炭素放出量は劇的に増加したと予想されるだ

ろう。しかし、そうはならなかった」 

 そうそう。原発を再稼働できないと、電力不足

に陥るだけでなく、ＣＯ２排出量も増えてしま

う、って政府も電力会社も言ってなかったか。 

 原発が全停止しても、節電と自然エネルギー

の増加でやり繰りしてきたわけか。これは世界

に誇れる成果ではないか！ わたしはそう思っ

たのだが、政府も電力会社もそうは思わなかっ

たようだ。むしろ、これを不都合な結果だと考え

たのだろうか。    （ｗ） 

 

■ＬＩＰは市民が伝えたいことを書き、市民が

印刷し、市民が配布する地域密着型情報紙です。 

あなたも紙面に登場してみませんか？ 


